



佐 藤 繁 之
生物の 示す周期現象を生物リズムという。 サーカディアン・リズムはその周期が約 24 時間の生物リ






近年， 行動と 中枢神経系の関係が神経科学の領域での最大関心事となっている。 本論文では， キリ
ギリスの発音行動について神経束の切断、 神経インパルスの導出， 脳や神経節の刺激といった種々の














久 谷 敏 和
石炭を還元アルキル化するとベンゼンに対する溶解性が著しく増加するが， アル キル基の導入数と
導入位置などアル キル化機構に就ては尚不明な点が多い。 本研究は Naphthalene， Anthracene， 
Phenanthrene， Chrysene， Pyrene， Acenaphthene など6 種の石炭モデル物質を石炭と同一条件
で還元メチル化並びに水素化してその生成物をIR， NMR， GC-MS等より調べ， 各モデル物質のメ
チル化物 中にはCH，基l 付加物から 4付加物の他に水素化物も存在する事， Naphthaleneでは2量体
が生成する事， 更に溶媒THF は開環せず反応に関与せぬ事などを明らかにした。
(日化会， 第3 7春季年会発表(1978)) 
βスチレンスルホンアミド誘導体のMichael型分子内付加反応
杉 林 毅 宏
N- (βスチレンスルホニル)- sーメチルイソチオ尿素( 1 )とそのかブロム置換体のアルカリ処理で
1から分子内 付加生成物である3ー メチルチオ- 4H-5 - フェニル- 5， 6ージヒドロ 1 ，  2， 4 チ
アジアジンーし l ジオ キシド(2 )とβスチレンスルホニルシアナミド(3 )， 後者から2の6ブロム
体( 4)， 2の5 ， 6位不飽和体( 5 )および3のかブロム体を生じた。 2， 4， 5のヒドラジン処理で
は， それぞれ2の3ーヒドラジノ誘導体(6)， 5ーヒドラジノ 体および6の5 -ヒドラジノ体を生じた。
石炭可溶分の構造解析
(還元アルキル化法によるベンゼン可溶分の構造解析
橋 本 茂 樹
夕張， 太平洋両炭の還元メチル化物をベンゼン抽出し， これらを更に6 種の溶剤で逐次分別して，
両炭各溶剤可溶分の収量と構造の差異並ぴに両炭ベンゼン不溶分の再メチル化による再可溶化性と再
溶出成分の構造等に就て調べた。その結果， 当初殆んどベンゼンに溶解しなかった夕張， 太平洋炭も
当処理により夕張炭は61%， 太平洋炭は35%がベンゼンに可溶化し， しかもその多くがヘ キサン可溶
分で， 前者は41%， 後者は73%を占めた。
概してヘキサン可溶分は炭種， ì容出量の如何に拘らず， 類似の単位構造よりなり， 且つ軽度の水素
化分解法から得られたものよりも芳香族環 数は小きかった。
(第16 回石炭科学会議発表(1979) ) 
nu qd 14 
〔金属工学専攻〕
マンガン鉱の熱分解に関する研究
遠 藤 英 行
マンガン酸化物の熱分解機構に関する研究の一環として， 熔焼温度範囲におけるα Mn，O，の熱分
解挙動を， 主として示差熱重量分析， X線回折による分解生成物の同定などの方法により検討し， 熱
分解の反応過程ならびにそれらに及ぽす種々の反応条件の影響を明らかにした。
また， え られた恒温熱分解曲線を未反応核モデルに基づいて解析し， 反応の律速過程ならびに各素
過程に対応する速度定数の温度依存性などについて検討し， 熱分解の反応機構について考察した。
銅ーマンガン(0.5--6 :;%)合金の内部酸化について
桜 木 宏 史
銅合金の内部酸化について一連の研究をしてきたが， 本実験では銅に対する大きな固溶限を有する
Mnを溶質に選ぴ0.5%- 6 %Mn の合金を内部酸化きせ， 機械的性質の影響を調べた。 その結果， 本系
合金も， 酸素拡散律速の内部酸化機構があてはまること， 又， 試料表面に酸化の進行と共に外部から
成長するafter s urface が観察された。 内部酸化温度が高< ， 溶質濃度が増大するにつれ， 酸化層内
では， 微細酸化物粒子と， 粗大な塊状粒子が混合して存在し， その結果耐力の上昇は認められるが，
降伏強きは低下することが認められた。
プレパッ クプレス法による複合材料の研究
塚 本 敏 之
SA Pの発見以来， 分散強化型合金は， 粉末冶金， 機械的混合法， 内部酸化法， 共沈法， 還元法等
々で製造されているが本法は， 加圧鋳造法を用いてAトS iO，系， およびAl，O.系の分散強化型合金
をねらいとした。 鋳造後の試料は押出し加工， ならびに時効処理を施し， 強化をねらった。 その結果
シラス系のAl-SiO， 型合金ではSiO. が還元され， Siが 基地に固溶強化したが靭性は不十分であり，





鋳物は鋳込み後室温に至るまでの凝固冷却 中に， 不均一な冷却や鋳造方案， 鋳型の冷却能の差等に
よって鋳造応力が発生する。 これをひずみゲージを用いて鋳型材， 合金の組成， 型ばらし時間， 鋳込


























吉 野 俊 彦
時効性Ni基合金としてNi-6 .3-7 .5%Al合金を選び， 加工熱処理による材料強化を検討した。 本系
合金はNi，Alのいわゆるy'相が変調構造をとって析出するのが特徴である。 試料は(1)圧延加工→時効
(2)時効→加工→時効の処理を加工率を30-90%， 温度600- 700'Cにさまざまに変え た。 その結果， (1) 
の処理では6.3%試料では再結晶後の析出が， また7.5%Alでは析出後の再結品 が認められた。 (2)の処







トされた場合における円柱衝突噴流 (噴流幅が円柱直径より小さい場合) の流れを (1)自由噴流領域
(2)前方よどみ点近傍領域 (3)壁噴流領域 (4)円柱後方領域 に分けて考察し， 流れの相似性および流










そこで本研究は， 平板層流境界層内の速度分布を， 熱線の長さ， サポート直径および熱線直径を変





折 田 公 也
研削加工された材料の表面近くには複雑な残留応力が発生する。 本研究では研削条件を変え て各種
の鉄鋼材料を研削し， ひずみゲージ法及ぴ X線法によって残留応力を測定し， 炭素鍋における炭素含
有量と残留応力の関係をしらべ， また， 合金鋼においては熱処理かたきと残留応力の関係について検
討し， さらに研削を急停止することによって砥石一工作物干渉領域を固定し， 各部の残留応力を X線
法によって測定し， その発生過程を検討した。
油の圧縮率が制御系の動作に及ぼす影響
瀬 戸 慶 彰
油圧駆動系の動作において， 作動油 中に含まれるわずかの微小空気量のため， 流量制御の際に駆動
系は自励振動が生じやすい。 この振動機構を明らかにするため， 導管を含むシリンダ内の油の容積，
附加空気量， 負荷重量， および流量制御弁開度をパラメータとした系の実験的動作と， この系に生ず














岡 田 清 彦
本論文では， 人聞の行う簡単な判断動作の所要時間の時系列変化を追求した。
時系列変化は全体変動と周期変動から構成される。 ここに， 全体変動の緯析は比較的簡単に行える
が， 周期変動についてはそっはゆかぬ。 ここでは， 周期変動の大略を把握のためスベクトル分析を行




塚 田 安 明
液膜と液充満式のかきとり面形熱交換器の時間平均局所熱伝達係数を Penetration model 及ぴ他
の伝熱実験からプラントル数の0.5乗に比例するとして電極反応によって熱， 物質移動のアナロジー















が開放された毛管束による Cap illary Siphon ingを利用し， 液の生成と同時に槽外に効率よく排液を
行なう新しい周液分離法を提案した。 本分離法の操作条件を得るために， (1)毛管束による自然排液特
性， (2)浸漬物体投入 による界面沈降速度促進効果， (3)排液用毛管束への粒子付着， (4 )傾斜管による同




察し， 速度分布に壁面法則を適用して界面における代表値， 勇断応力ならびに相 当粗度を算出した。
又， 界面での波立ちを粒子論的に考え ， 作用する力を代表量を使って無次元数 We， F r で表現した。
その結果Weが一定な部分と WeがF rの 1乗に比例する部分に分けられ， それぞれ液膜内の物質移
動速度の気液による促進作用の結果との対応をみ， これら相聞の妥当性が 裏付けされた。
有機性廃水の活性スラッジ処理に関する研究










最近の光通信技術の進歩には目ざましいものが ある。 本論では， 発振器の同期をとる際の同期信号
に新しい試みとして光信号を用いた。 高周波用トランジスタを主にMHz帯で発振させ， その接合部
に同期信号としてレーザダイオード光を照射し， 光注入同期を実現した。 レーザ光の強弱のくりかえ
し周波数を掃引して同期範囲を測定する実験などから， 同期の存在と強きを明らかにした。 また， 発
振回路の等価回路と非線形項の近似により， 同期のかかり具合いなどについて解析した。
ZnS(Mn)薄膜EL素子の作成条件と発光特性
北 山 貞 宣
Ta -Ta，O，-ZnS (M n) -A u構造の薄膜EL素子について， 素子の開発と動作解析とを目的として行
ったものである。 具体的には， 発光中心としてのMnの濃度やZnS( Mn) 膜の熱処理条件等と発光強
度とについて調べた。 その結果， 最適Mn 濃度は約O.3wt%であることなどがわかった。また素子に三
角波電圧を印加した場合の電流波形から， アパランシェ開始電圧VAを求め， Mn 濃度や熱処理温度と
の関係について調べた。 その結果， VAはMn濃度によって変わることなどがわかった。 このほか，電




中 西 靖 明
ディジタルフィルタのハードウエア実現時の問題として 有限語長演算による非線形性が ある。 本論
文では， この問題を標準形巡回形及ぴ結合形ディジタルフィルタを中心に考察し， オーバーフローを
考慮、した入力のダイナミックレンジ， nオーダ標準形巡回形の非零入力状態におけるオーバーフロー
非線形性に対する安定条件， 2オーダ標準形巡回形のDCリミットサイクル， を示した。 又， 結合形






非品 質WO，ij莫と絶縁膜の積層による固体ECセルを作成し， 特性を測定した。 絶縁膜にSi，N ， を用
いたセルでは， 電極材料の水分の透過性が着色の応答速度や着色効率に影響し， 着色・消色どちらの
反応にも外気からの水分の供給が必要であり， セルを Collodion膜でコーティングすると， その高い
吸湿性のために特性が改善される場合が あることが明らかとなった。 絶縁膜にHydronを用いたセル






近来通信， 測定にディジタル化が進められている。 ディジタル信号処理に於いて， フーリエ変換の
手法は， 変換のもつ普遍性と 有用さの為， 今後更に利用・発展が進むものと考えられる。 フーリエ変
換を実行するハードウエアの設計試作を試みている。 ハードウエア量の少ない0100アルゴリズム
の構成に基ずいて， FFT 演算装置の高速化をはかっている。 演算器は浮動小数点形式を 採用し， デ
ータの仮数部と指数部の演算を分離し， 並行に動作させる工夫が 試みられ， シフト操作の速度向上と
相まって， 固定 小数点形式の演算と同程度の演算速度の得られることが 示されている。
TCNQ電荷移動錯体の合成とその電子物性
福 井 朋 納
四種類の TCN Q錯体単結品 の結晶構造と電気的特性を調べた。 電導度温度依存性において，NM
P-TCN Qは， TCN Q鎖が格子不整合を有したもので金属一絶縁体相転移規則的構造を有したもの
は半導体特性を示し， TCN Q鎖が格子不整合を有すTTF -TCN Qは金属 絶縁体二次相転移を示






グラフの最 小 コストスパニング 木を求めるアルゴリズム-Kruskal 及びP r imのアルゴリズムと
Sp i ra の提案した方法に著者がひとつの解決を与え たアルゴリズム について， それを能率の観点か
ら評価した。
能率を判定する尺度としては， t ime complexity に重点をおき， また，実際問題としてのアルゴリ
ズム の良否を導くことに， 特に， 重きをおいて評価を行った。
斜め蒸着面に対するネマチック液品分子配向の機構
矢 山 英 樹
SiOの蒸着角度が80'と75。の場合には， SiO斜め蒸着膜に対するGoodmanらの提案したc 0 lumn 
モデルの妥当性が， 折曲tt:法を用いた電子顕微鏡観察により直接確認きれた。 また， そのモデルを用
いて液晶分子配向の機構を定性的に説明することができた。 SiOの蒸着角度が60'の場合には， SiO 
の表面形状を定量的に観察し弾性エネルギーを計 算すると， 分子長軸が蒸着方向と直角方向に配向す
る場合に弾性エネルギーは最小になることがわかり， 実験結果を定量的に説明することができた。
nwu nぺυ
